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利用者情報に関するワーキンググループ（第29回） 

令和７年９月３日 

 

 

【小玉利用環境課課長補佐】  それでは、定刻となりましたので、ただいまから、利用者

情報に関するワーキンググループ第29回会合を開始させていただきます。事務局を務めま

す総務省利用環境課の小玉です。よろしくお願いいたします。皆様、本日もお忙しい中、お

集まりいただきましてありがとうございます。 

 本日は、利用者情報の取扱いに関するヒアリングのため、Google社から、ジュン・チュー

プライバシー・サイバーセキュリティ政策マネージャーなど、御担当の皆様にお越しいただ

いております。また、個人情報保護委員会、経済産業省にオブザーバーとして御参加をいた

だいております。 

 生貝先生におかれましては、10時45分頃、御所用のため御退室と伺っております。 

 これ以降の議事進行は、山本主査にお願いしたいと存じます。山本主査、どうぞよろしく

お願いいたします。 

【山本主査】  どうぞよろしくお願いいたします。今お話がありましたとおり、本日から

３回にわたり、プラットフォーム事業者の皆様から、利用者情報の取扱いに関するヒアリン

グを実施いたします。本日は、まず事務局から本ヒアリングの趣旨について御説明をいただ

いて、次にGoogle社様から御発表をいただきます。事業者のプレゼンにつきましては公開、

その後の質疑応答・意見交換は非公開で開催させていただきます。 

 それでは、事務局より御説明をお願いいたします。 

【小玉利用環境課課長補佐】  事務局でございます。資料29－１に基づきまして、利用者

情報の取扱いに関するモニタリングについて御説明いたします。 

 まず、表紙をめくっていただいて、１ページ目でございます。お願いします。総務省では、

「電気通信事業における個人情報等の保護に関するガイドライン」において、電気通信事業

者による情報の取扱いについて、定期的にモニタリングを行ってきたところです。また、

2021年４月には、内閣官房デジタル市場競争本部のデジタル広告市場、この報告書において、

いわゆるデジタルプラットフォーム透明化法に係るモニタリングと連携すると整理をされ

ております。こうしたことを踏まえまして、デジタル広告分野における、この法律の規律対

象となっております、LINEヤフー様、Meta様、Google様の３社に対してモニタリングを実施
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していくというものでございます。当該モニタリング結果は、デジタルプラットフォーム透

明化法を所管する経産省にも共有が予定されているというところでございます。 

 御参考まで６ページ目に移っていただければと思うのですけれども、デジタルプラット

フォーム透明化法の概要を書かせていただいております。こちらは経産省様の資料に基づ

いて御説明しますけれども、まず基本理念としまして、デジタルプラットフォーム事業者が

透明性及び公正性の向上のための取組を自主的に行うことを基本としつつ、国が必要な関

与をしていくという枠組みとなっております。 

 規制の対象でございますが、現在、オンラインモール、アプリストア、デジタル広告の３

つの分野がございますけれども、本日、あるいは、これからの３回のWGで扱うものはデジタ

ル広告の分野ということになっております。資料の一番下に、行政庁の対応を記載しており

ます。行政庁は、各事業者から提出された報告書等を基にプラットフォームの運営状況のレ

ビューを行い、行政庁としての評価の結果を公表します。 

 元に戻りまして、２ページ目をお願いしたいんですけれども、当該モニタリングは、昨年

度も利用者情報WGで、今回と同じく経産省と連携する形で行わせていただいております。昨

年度の提言をそこに記載させていただいていますけれども、重要な部分は赤字で記載がご

ざいます。下のほうですが、まず４つ目のポツで、デジタル広告の分野で新たなターゲティ

ング手法の登場等、業界の動向を踏まえるということ。それから、最後のポツですけれども、

利用者保護を確保する観点から、特に①とさせていただいていますが、特にアカウントを保

有していない利用者に対して、どの程度、情報提供が実施されているか。２番目として、利

用者の理解がどの程度進んでいるか、提供しているオプションなどの認知あるいは利用が

どの程度進んでいるかということを確認していく必要があるとの提言をいただいておりま

す。 

 ３ページ目でございます。モニタリングの確認項目についてでございます。昨年度も同様、

デジタル広告市場の競争評価、最終報告書で確認すべき項目というものはあらかじめ決ま

っております。 

 大きく４つございまして、まず１番目ですけれども、デジタル広告に当たって、取得する

情報の内容、取得・使用の条件の開示が挙げられます。２番目として、ターゲティング広告

を実施する旨及び事前の設定の機会やオプトアウト機会の提供についての開示でございま

す。３番目は、消費者がデータの取得ですとか利用を拒否した場合に、サービスを利用する

オプション提供というのがあるのかないのかということでございます。４番目として、デー
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タポータビリティができるかできないか、その方法の開示でございます。右の赤枠部分、や

や細かくなりますけれども、2025年度のモニタリングの観点として位置づけております。先

ほど御紹介した本ワーキンググループの2024年度の提言を反映しているものですけれども、

例えば１番目の観点につきましては、これは観点が２つ分かれて、①、②となっています。

①のほうで申し上げますと、特にアカウントを持っていない利用者について取得する利用

者情報を適切に把握しているかですとか、プライバシーポリシーが利用者からどの程度読

まれているか、把握しているかということを確認するということにしております。そこでま

た２番目で、２つに分かれるうちの２番目ですけれども、プラットフォーム事業者が、パー

トナー企業等の第三者による同意取得や説明を利用者に適切に実施しているかをまず把握

しているかということ。あるいはプラットフォーム事業者が、第三者や第三者の運営するウ

ェブサイトを通じて利用者の情報を取得・利用していることについて、自社のプライバシー

ポリシー等で利用者に説明しているか、こういったことを確認するということにしており

ます。 

 それから、２番目の観点が、ターゲティング広告の観点、３番目が、消費者のデータの取

得・利用を拒否した場合の、オプションの提供の可否の観点、４番目が、データポータビリ

ティの可否・方法の開示ですとか、そういったところも、今回、前回の会合に引き続いて、

漏れないように細かく観点を記載させていただいているところでございます。 

 ４ページ目をお願いしたいと思います。今回のモニタリングで、これはあらかじめ決まっ

ていたもの以外のものでございまして、今回のモニタリングで初めてお聞きする追加の観

点です。１つ目は、同意取得やオプトアウト機会の提供に当たって、いわゆるダークパター

ンを回避するための取組でございます。２つ目につきましては、ターゲティング広告に関し

て、利用者のターゲティング手法に変化があるかどうか。これは最新の技術の動向を踏まえ

るということでございますが、利用者情報の取扱いから懸念があるのかということでござ

います。今回でいえば、特にGoogle様においては、サードパーティーCookieの取扱いですと

かそういったことで広告のビジネスとサードパーティーCookieの関係のありようみたいな

ことについて、深掘りしてお聞きするということになろうかと思います。 

 これらの観点が先生方から多くの示唆をいただいて、また、別に質問票を作らせていただ

いております。それが資料の29－３でございまして、そこからGoogle様の御回答を本日頂戴

して、資料として配布させていただいております。 

 ５ページ目をお願いいたします。スケジュールでございますけれども、本日９月３日に
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Google様、５日にMeta様、12日にLINEヤフー様から、それぞれヒアリングを実施し、事業者

の皆様、先生方の御意見等を踏まえ、可能であれば９月中に取りまとめ案を事務局からお示

しできるよう準備しておきたいと思います。 

 経済産業省様との関係では、一番下の青枠に記載しておりますが、秋頃に、経済産業大臣

の評価案をまとめられるとお伺いしておりますので、それに間に合う形で総務省のモニタ

リング結果も共有、合流することができればというふうに思っております。 

 御説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 続きまして、Google社様より御説明をお願いいたします。 

【斉藤氏】  ありがとうございます。私、Google Japanの斉藤と申します。お世話になっ

ております。本日は貴重なお時間をいただきまして、大変ありがとうございます。 

 本日、弊社のプライバシーの専門家でありますジュン・チューが出席しておりまして、

Googleのプライバシーの取組について御紹介させていただければと思っております。 

 そうしたら、お時間も限られておりますので、早速、ジュンから説明をさせていただけれ

ばと思っております。 

【Chu氏】  どうもありがとうございます。私、ジュン・チューと申します。Googleのア

ジア太平洋地域のほうでセキュリティープライバシーポリシーマネジャーを務めておりま

す。本日、皆様にお目にかかれてうれしく思っております。また、皆様の中でもよく存じ上

げているお顔の皆さんもいらっしゃいます。 

 本日、よく存じ上げている皆さんのお名前も見受けられますので、今回、こういった形で

お話ができることを非常に光栄に思っております。本日は、Googleにおけるプライバシー関

係の活動、実践につきまして、それから、我々がユーザープライバシーを守るためにどうい

ったコミットメントを発揮しているのかということについてお話をさせていただきます。

我々のプライバシーの活動というのは、毎年、向上、改善を進めてきております。 

 次のスライド、お願いします。今年の調査表を見ましたところ、特に広告につきまして注

目が集まっているということでありますので、それにつきまして、本日はお話をさせていた

だきたいと思います。それに追加いたしまして、当社Googleにおけるプライバシー関係のア

プローチについて説明をいろいろとさせていただきたいんですけれども、こちらは新たな

分野についても関心が集まっているということで、AIですとか、それから、PET、プライバ

シー・エンハンスメント・テクノロジーと呼ばれるような、プライバシー向上技術の分野に
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もお話が及んでいくという予定でおります。 

 ということで、Googleのプライバシーにおける取組について申し上げられればと考えて

おります。これらの我々の原則としては、もう委員の皆様方におかれましては釈迦に説法の

ようなところがあるかと思いますけれども、まず、当社のGoogleのプライバシーの原則、そ

れから、ポリシーの基本理念について申し上げたいと考えております。 

 まず、Googleといたしましては、データの収集というのを確かに行っております。これは

我々がサービスを提供し、維持し、さらに改善をする、さらに新しいサービスを提供すると

いう目的の下、行っております。 

 それから、我々のデータの収集の目的といたしましては、我々のサービスのパフォーマン

スの測定、それから、ユーザーとのコミュニケーションのためにも行っております。 

 さらに我々は、Googleユーザー、さらに、一般大衆を守るためにもデータを収集しており

ます。また、我々はデータを使いまして、サービスでパーソナライズされたものについても

提供をしております。ユーザーの方から信頼してお渡しいただいたデータというものを使

いまして、そういったパーソナライズ化された体験というものができるように、Googleのプ

ロダクトに生かしております。 

 したがいまして、こういった原則の内容につきましては、どれだけ強調しても強調し過ぎ

るということはありません。何度も繰り返し申し上げるべきことだと考えております。とい

うのも我々といたしましては、我々の責任の下で、ユーザーの情報というのをきちんとプラ

イベートな状態、それから、安全で安心、セーフでセキュアな状態にしておくということを

我々の責任として捉えているためです。 

 そして我々といたしましては、それによって皆様、それから、皆様のデータを守る安全な

状態にしておくということでありまして、そのために使いやすい、分かりやすい設定、それ

から、コントロールというものを提供しております。 

 次、お願いします。こちらが我々の３つの原則ということになります。これらの基本理念

に基づきまして、プライバシーですとか、それから、データの安全性というものを提供して

おります。こちら、記載がありますように、３つの原則、理念といたしましては、１、ユー

ザーの情報の安全性を守る。２、ユーザー皆様が自分のプライバシーを簡単に管理できるよ

うにする。３、責任を持ってユーザーの情報を扱うということであります。 

 これらの原則というのは、我々の全ての提供する機能、それから、プロダクト開発サイク

ルの中で守られているものであります。これによりまして、人々に対して最もよい形で、そ
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れから、包括的な形でウェブ上でのプライバシーというのを担保しております。 

 最後に、特に留意するべきことと強調したいことといたしまして、Googleは年齢を問わず、

全てのユーザーを平等に保護しております。そして、特に未成年者に対しては特別な保護を

適用しております。この点は後からもう少し詳しく申し上げます。 

 次、お願いします。では、これらの原則についてもう少し深掘りしたいと思います。まず

１点目といたしましては、皆様の情報を安全な状態、セキュアにしておくということに関し

てです。 

 プライバシーの保護に関してなんですけれども、Googleというのは、物事の最初の段階か

ら、全てつくるものに対して保護がなされている状態にするという考え方を持っておりま

す。それから、インフラですとか、ケイパビリティ、能力につきましても常に向上させてき

ておりまして、これによってデータの保護を図ってきております。 

 次、お願いします。まず、我々といたしましては、こういった保護機能がGoogleのサービ

スには全て最初からビルトインされているという状態にしております。これによりまして、

脅威を検知、それから、抑止をしまして、これによってユーザーの安全というのを高めてお

ります。 

 例えば昨年の例になるんですけれども、ユーザーのデータ、ユーザーがサードパーティー

関係でのデータの侵害というものが起こりまして、その結果、パスワードが漏えいしたとい

うことがありました。したがいまして、すぐにGoogle側といたしましては、ユーザーにそう

いったことが起きたということを通知いたしまして、パスワードを変更するように通知し

ました。これによって脆弱性に対応をすることが可能になったということで、しかも、この

対応というのは何らかの不正アクセスが行われる前に対応が取られたということがありま

した。これは我々のシステムがバックグラウンドで常に稼働して、皆様の安全を維持してい

るという例になっております。 

 次、お願いします。それから２つ目についてですけれども、基本理念の２つ目といたしま

しては、責任を持ってユーザーの情報を扱うということです。 

 次、お願いします。我々がユーザーに対して伝えてきていることといたしましては、これ

らのものということになっております。つまり、サードパーティー、第三者からユーザーの

データを守るということがありますので、このような３つのポリシーというものを持って

おります。 

 まず１つ目のポリシーといたしましては、ユーザーの個人情報は販売しないということ
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です。つまり、広告を表示するあらゆる段階において、ユーザーの情報というのは非公開、

プライベート状態であるということです。それから２点目といたしましては、ユーザー側か

らそういった依頼がない限り、ユーザーの情報というもの、個人を識別できる情報というも

のは、広告主に対して提供しないということになっております。例えばこれは名前ですとか

Eメールのアドレスなどが含まれます。 

 それから、広告をパーソナライズするために、機微情報、センシティブな情報は利用いた

しません。センシティブな情報というのは一体何なのかという疑問があるかと思いますけ

れども、それは健康状態、人種、宗教、性的指向などになっております。これらは入っては

いけない領域であると定義しております。 

 それから最後に、ユーザーに代わってユーザーのプライバシーを保護しております。例え

ば皆様の個人データを得ようとするようなセキュリティー上の脅威というものは、自動的

にブロックをしてきております。我々はデータを常に守ってきているということで、これは

業界でも最高峰のセキュリティーテクノロジーを使っております。 

 それから、これが先ほどの理念の３点目ということになります。Google側として、ユーザ

ーの情報を安全な状態、セキュアにしておくということのみならず、ユーザーに対してそう

いった安全を管理する、コントロールする手段を提供しております。 

 我々のプライバシーの設計の仕方、それから、整理の仕方の中には幾つかの要素があり、

要因があります。１点目が操作のしやすさとなっております。委員の皆様からいただいた御

質問の中で、特に我々が真剣に捉えておりますのは、Googleとしては、ユーザーに対して自

分たちの情報がどのように使われているのかということ、それから、どうやって管理できる

のかということについて分かりやすい説明をしなければいけないということでした。 

 Googleといたしましては、常にこういったプライバシーポリシーにつきまして、デザイン、

再設計ですとか再整理というものを行ってきております。これによってユーザーが探して

いるものを見つけやすくなるようにしています。明確な見出し、分かりやすい操作、オーバ

ーレイなどを用いてきております。 

 明確さといたしましては、プライバシーポリシーにより明確な文言と詳細な説明を加え

てまいりました。また、説明用の動画や図表を追加し、文字による説明に加えてより分かり

やすい視覚的なイラストをユーザーに表示できるようにしてきております。 

 ３点目が、透明性と管理ということになります。次、お願いします。こちらでユーザーが

プライバシーと、それから、透明性、トランスペアレンシーのところをワンストップで行え
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るようになっております。こちらのようなツール、例えばデータダッシュボードですとかMy 

Activityを使うことによりまして、ユーザーとしては収集される情報についての設定を行

うことができます。そして、何回かクリックをすることによりまして、プライバシーの設定

ですとか、それから、Google上における体験というものを設定することができます。 

 次、お願いします。Google側がどういったデータについて保存をするのかということにつ

いてコントロールすることができます。それから自動削除につきましても簡単に見つける

ことができまして、そして、オン・オフについてもすることができます。例えばデータの削

除につきましては、定期的に行うという設定にすることもできます。例えば３か月ごと、も

しくは18か月ごとなど。 

 しかしながら、それでもカスタマイズされた体験というものはすることができます。その

一方で、データが定期的に削除しているというような安心感も持てるわけです。つまり、数

か月置きにログインをし直して、削除しなくても自動的に削除しているということで安心

ができます。 

 次、お願いします。シークレットモードはもう御存じだと思いますので、時間の関係もあ

りますので、先に進めます。 

 我々の広告プライバシーアプローチについてもう少し詳しく申し上げます。我々のビジ

ネスの基盤全体であるということで、ユーザーからの信頼というものをGoogleはプライバ

シーを考えるときに非常に重視しております。我々といたしましては、常にイノベーション、

それから、ユーザープライバシーに関しましては改善を行ってきております。どういった形

でプライバシーの管理をユーザーが行えるようにしているのかということについて、幾つ

か例を申し上げたいと思います。我々のアプローチとしては、プライバシーバイデザインと

いうことでありまして、プライバシーを最優先課題として扱っているということです。 

 マイアドセンターの例を申し上げます。こちらなのですけれども、これはGoogleのサービ

ス上におきましてどういった広告が表示されるのかということをユーザー自身が管理でき

るような選択肢、オプションということになっております。こちらはプライバシーの設定に

ついて、そういった設定ができますし、これは広告上から直接という形での設定もできます

し、もしくはマイアドセンターを通じての設定も可能となっております。 

 こちらではパーソナライズ化された広告というのをいつでもオン・オフにすることがで

きます。そして、こちらの機能をオンにした場合、パーソナル化された広告の機能をオンに

した場合は、より関連性の高い広告が表示されるということになります。というのも、皆さ
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んの情報でありますとか、今までやってきた選択というものが広告の表示の決定に使われ

るからです。これによって求めているプロジェクトですとかブランド等を探しやすくなり

ます。 

 パーソナライズド広告につきましては、いつでも無効にできます。こちらはオン・オフと

いうことでできるんですけれども、オンにした場合には情報が使われることになります。例

えば年齢ですとか性別ですとか、それから、推測された関心ですとかそういったものがオン

になって使われます。それから、これはオフにもできるということで、その場合はそれら全

て使われないということになります。オンに戻すとまた全て使われます。 

 こちらがオフにされた場合ですけれども、その場合には文脈を使って広告を表示すると

いうことになります。これはパーソナル化されたような広告というよりかは、より一般的な

要素を使ったものでありまして、例えば所在地、場所でありますとか、１日のうち、どの時

間帯に何かを見ているかでありますとか、それから、自分たちが見て、ユーザーが見ている

動画でありますとか検索している内容というものに基づいた表示になるということです。 

 今年はダークパターンについての質問もいただきました。このダークパターンは何なの

かということについて統一された定義というものは存在せず、また、法域によって、ダーク

パターンの理解の仕方というのも異なっております。 

 Googleにおきましては、この欺瞞的なデザイン、ダークパターンと言及されることがあり

ますけれども、これは人々のことを操作するようなパターンであると捉えております。つま

り、人々の習慣ですとか、それから、情緒、感情、それから、認知的なバイアスというもの

を利用することによって、ユーザーが意図していなかったような行動を取らせる、操作する

ようなものをダークパターン、欺瞞的なデザインということで捉えております。 

 Googleは関連法律を遵守することに加えて、欺瞞的なデザインを禁止するポリシーを長

年有しております。こういったポリシーというものにつきましては、我々のプライバシーポ

リシーの中で見つけることができるようになっておりまして、我々といたしましては、透明

性に対してもコミットしている、また、ユーザー自身がコントロール、管理できるようにす

るということにコミットしておりまして、このポリシーがプライバシーポリシーに含まれ

ております。 

 次、お願いします。我々といたしましては、特に子供に対する保護策というものを取って

おりまして、これは、子供に対してはパーソナル化された広告というものを表示しない、そ

の機能を提供しないということになっております。 
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 我々といたしましては、Googleは、13歳未満に対しては、広告は表示しないということに

しております。それから、ティーンエージャー、これは13歳から17歳と定義しておりますけ

れども、こちらについては、広告についてはかなり制限をかけているということです。 

 それからまた、センシティブなものに当たる広告につきましても制限をしております。例

えばアルコールですとか、たばこに関するもの、それから、ティーンアダルトメディアに関

するもの、それから、美容関係、化粧品などに関する広告です。 

 次、お願いします。ここではAIですとか、それから、PETs、privacy enhancing technologies、

そして、それらがどういった形で広告と連動するのかということについて申し上げます。 

 我々、ユーザーコントロールに対するコミットメント、コントロールを与えるということ

についてしっかりコミットをしておりますので、こういったAIを広告に活用するというこ

とに関しましても、ほかのプロダクトに対するポリシーと同様、同じようなコミットメント

をしております。 

 まず１点目でありますけれども、プライバシーバイデザインにしているということです。

我々は、差分プライバシーですとか、それから、連合学習というようなプライバシー強化技

術をAIモデルに組み込んでおります。 

 これによりまして、ユーザーデータというものからトレンドを理解することができるよ

うになっております。ただ、その一方で、これは個人の情報を開示することなく、そういっ

たトレンドを把握することが可能になっております。 

 それから、データというものはローカルな環境の中で処理をされています。すなわちユー

ザーのデバイス上でそういった処理は行っているということであります。そして、Google側

に送信される内容というのは、これは集合化されたような洞察、匿名化された洞察のみとい

うことになっております。 

 それから、２点目の原則としては、データ最小化でありまして、Googleのモデルは効率的

であるように設計をされております。広告の配信のためには必要な情報のみを使用してお

ります。 

 それから、最後のポツですが、人間による監督と説明責任という原則があります。全ての

AIベースのシステムは、不公平な偏見を防止し、そして、弊社のAI原則に合致していること

を確認しております。厳格な検証と人間による監視を受けております。 

 それからGoogleは、信頼性と透明性をベースにした健全なデジタル広告エコシステムの

構築に尽力してきております。これの中でも特に重要な点といたしましては、我々は皆に対
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して、より安全なオンラインの環境を提供したいということでありまして、この脈絡でAIが

重要な役割を果たしております。 

 例えば、例といたしましては、AIを使いまして、悪意のある行為ですとか、悪意のある行

為者の抑止というものをシステム上で行っております。つまり、AIは、そういった行動の検

知ですとか対策を取る。しかも、それを大規模にやることができるという意味で重要な役割

を果たしております。 

 Googleは最先端のソリューションへの取組を行うことによりまして、このアプローチに

ついて常に進化をさせてきております。デジタルの環境というのは非常にダイナミックな

ものということになっておりまして、新たな脅威ですとか、それから、アビュース、不正行

為、それから、戦術というものがどんどん生まれてきております。乱用が生まれてきており

ます。これらがAIによってされてしまうようになってきておりますので、Google側としても、

自分たちのAIシステムを動員いたしまして、悪意のある主体に先駆けて、先手を打つという

ことをやってきております。 

 AIはプライバシーの保護につきましてもかなり大きな役割を果たせる、そういった可能

性を持っております。例えばAIを使うことによりまして、IVT、無効なトラフィックという

ものを検知することができます。これはボットによるクリックですとかそういったもので

す。それから、AIによって悪意のある広告の検知もできます。これによりまして、ユーザー

としては、スキャム、詐欺ですとか、それから、フィッシングから守られるということにな

ります。より安全な環境を提供できます。 

 ２点目、先ほども申し上げたPETsですけれども、AIというのがこのPETsの背後で動いてい

るエンジンであると言えます。そして３点目としては、自動情報削除ということになります。

こちらもお話をしましたけれども、GoogleのAIシステムとしては、一定期間後にユーザーの

アクティビティ情報を自動的、継続的に削除をしております。 

 我々としては、PETsへの多大な投資をしているということにつきましても強調したいと

思います。特に世界の政策立案者の中におきまして、このPETsに対する関心がかなり高まっ

ているということを意識しております。 

 というのも、こういったPETsを適切な責任ある形で使うことができれば、ユーザーのプラ

イバシーですとか安全というのがさらに向上するということを理解しているためです。こ

れによりまして、コンプライアンスの負担というものを下げて、そして、企業にとってはよ

り柔軟性を持つ、それから、明確性が生まれてくるということが言えます。 
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 Googleはこの分野におきましても、10年以上、投資をしてきております。我々といたしま

しては、こういった分野に投資をしてきたことによりまして、技術でもこの業界のリーダー

ということになってくることができております。その結果、画期的な技術というのも生まれ

ておりまして、例えば連合学習モデルでありますとか、差異プライバシーのようなものが可

能となってきています。そして、こういったツールにつきましては、しっかりと民主化、い

ろいろな人たちが使えるようにしていかなければいけないという考えの下、こういったノ

ウハウというものは共有してきております。世界でも最大のオープンソースライブラリー

というものを擁しておりまして、こちらにおきまして、例えばディファレンシャルプライバ

シー、差異プライバシーの情報などを共有しております。 

 そして、我々といたしましては、このPETsにつきましては、あらゆるプロダクト群の中で

使ってきております。これは広告を含め、それから、ユーチューブも含め、これによりまし

て、広告環境というものの安全を図ってきております。 

 もし我々が何か政策提言ができるということなのであれば、こちらの５点を優先して申

し上げたいと思います。これらのような形でPETsを活用していくということを提案したい

と思います。 

 まず政府の方々、御本人たちが信頼を醸成していくために、PETsを活用することによりま

して、そして、模範となっていくということが１点目です。 

 それから２点目としては、政府がこの研究開発、スキル構築への投資をPETsに関して行っ

て、これによって開放性を構築していくということです。これによりまして、業界横断、そ

れから、越境の連携が可能になると考えております。 

 これが２点目と３点目ということだったんですけれども、４点目というのが、政府が技術

基準をつくっていくということです。これによって不透明感を減らしていくということ、そ

れが役立つのではないかと思います。 

 それから最後といたしましては、リスクベースの形で規制を展開していくということで

す。これによって法的な確実性というものを上げまして、また、企業に対してはインセンテ

ィブが働くようにしていくということです。 

 では、日本という脈絡でどういった影響、意味が、範囲があるのか。これはつまり、公開

情報に対する例外を認めるバランスの取れたプライバシー法、それから、規制を確立すると

いうこと、それから、PET導入を促進するための規制上の枠組みを提供することです。つま

り、そういった規制上のインセンティブを提供すること、それからまた、比例的で合理的な
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実際の実行、執行を確保するということです。 

 御清聴どうもありがとうございました。概要は以上です。これによって当社のプライバシ

ーへの取組への理解が深まったのであればうれしく思います。ありがとうございました。 

【山本主査】  ありがとうございました。大変丁寧な御説明をいただいたと思います。 

 それでは、ただいまのGoogle社様の御説明について、質疑に移りたいと思います。先ほど

御案内したとおり、質疑応答、意見交換は非公開で実施いたします。 

 傍聴者の皆様におかれましては、本日の傍聴は以上で終了となります。事務局は非公開設

定に切替えをお願いいたします。 

【小玉利用環境課課長補佐】  皆様ありがとうございました。今、非公開設定に、無事に

切り替わりましたので、御報告申し上げます。 

 山本主査、よろしくお願いします。 

【山本主査】  ありがとうございます。それでは、構成員の皆様から順番に御質問または

御意見をいただきたいと思います。私から名簿順に指名をさせていただきます。各構成員の

御質問ごとに、Google社様より御回答いただくという流れで進めたいと思います。 

 進行の都合上、お一人からの御質問は実質２分程度、通訳を含めて４分程度でお願いした

いと思います。また、Google社様からの御回答については、通訳を含め１回３分程度でお願

いいたします。 

 それから発言をされない場合、あるいは回答の必要がなく御意見のみの場合はその旨を

御発言ください。 

 各構成員の御質問が一巡しましたら、別途意見交換の時間も設けております。 

 それでは、最初に生貝構成員から御発言をお願いいたします。 

【生貝主査代理】  御説明ありがとうございました。私からは１件だけ、データポータビ

リティに関して御質問させてください。ヒアリングシートの中に書いていただいたとおり、

Google様は以前からGoogle Takeout、エクスポートという形で、ユーザーのデータポータビ

リティを重視した取組を進めていらっしゃいます。他方で、ここ数年来、例えばEUのデジタ

ル市場法のように、Google様のような巨大なプラットフォームを対象として、リアルタイム

性ですとか、ダイレクトトランスポートをはじめとする、より高度なデータポータビリティ

を要求する法的枠組みが形成されつつあります。 

 そうした法的要請などを受けて、Google Takeout、あるいはエクスポートの機能を最近ア

ップデートした、あるいは今後予定されている機能のアップデートなどがあれば教えてい
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ただければと思います。 

 以上です。 

【山本主査】  それでは、Google様、御回答お願いいたします。 

【斉藤氏】  こちらの質問につきましては、Googleの法務の加藤と斉藤からお答え申し上

げたいと思います。よろしくお願いします。 

 御案内のとおり、今般、スマホ新法と呼ばれるものがこちらの12月から施行されるという

ことでございまして、現在、公正取引委員会様が作成されている施行規則及びガイドライン

に従ったデータポータビリティ、Googleのポータビリティの機能というところのレビュー

を行っております。 

 したがいまして、確実的なことは、ここでは申し上げられないんですけども、当該法令に

従った必要なレビューと、必要があればアップデートを行う予定でございます。 

 以上となります。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。そうしますと、もう一つ分かれば、ヨーロッ

パはデジタル市場法で、既に一昨年から強いデータポータビリティの義務を課しているん

ですけれど、それを受けて、テイクアウトやエクスポートの機能が拡張されたりということ

は、例えば欧州市場に限ってもあったりするんでしょうか。 

【斉藤氏】  御質問ありがとうございます。私ども日本チームなんですけども、我々の認

識限りでは大きな変更はなかったという認識ではございますが、確実なことをお伝えする

ために、後ほど書面で回答を差し上げたいと思います。御質問ありがとうございます。 

【生貝主査代理】  ありがとうございます。あまり情報が見つからないので、もし何か分

かれば教えていただけるとありがたいです。ありがとうございました。 

【斉藤氏】  はい。もちろんでございます。 

【山本主査】  ありがとうございます。それでは、上沼さん、お願いいたします。 

【上沼構成員】  詳しい御説明、ありがとうございました。私からの質問は、ヒアリング

シートを頂いているものに関してであり、しかも、ほかの先生とかなり質問がかぶっている

ようなので、１点に絞ってお願いしたいと思います。 

 １－２－２の「青少年や高齢者等の脆弱な個人の利用者情報の取扱いに係る配慮」の部分

で、13歳以上の未成年を対象とする広告ポリシーを変更したということですが、その変更し

た具体的な理由を教えていただけるのであれば教えていただければなと思っております。

よろしくお願いします。 
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【Chu氏】  まず、御質問どうもありがとうございました。まず、確認ですけれども、実

は我々の広告プロテクションポリシーのところにつきましては、子供、それから、ティーン

ズ、10代の人たち、13歳から17歳ということになりますけれども、ここにつきましては、基

本的な変更というのはまずございません。 

 18歳以下のユーザーに関しましては今までと同じでありまして、まずパーソナル化され

た広告については表示をしない、それから、センシティブな情報を用いるということについ

ては制限をしております。 

 しかしながら、変更を加えたところ、2025年１月の変更点ですけれども、これは文言を変

更したということでありまして、これは広告主に対して情報をより見つけやすくした、理解

しやすくしたという、透明性の部分を高めるための変更でありました。 

 それから、実際のエンフォースメント、取締りですとか、執行の、実行の部分についても

変化はございません。 

 したがいまして、我々のポリシーというものを整理し直した、再整理をしたということで

あります。したがいまして、18歳未満のユーザーに対するポリシーといたしましては、我々

のアドプロテクションハブというところに集約をする形になりまして、こちらに子供向け、

それから、ティーン、13歳以上17歳以下ですけれども、その人たち、ユーザー向けのポリシ

ーというものが集約をされております。これは必要がありましたらリンクをお送りさせて

いただきます。 

【上沼構成員】  ありがとうございました。一応ポリシーを見に行ったんですけど、新旧

対照表みたいなのがすぐに見つからなかったので伺ってみました。リンクはいただけると

ありがたいです。よろしくお願いします。 

【Chu氏】  ありがとうございます。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、江藤さん、お願いいたします。 

【江藤構成員】  どうもありがとうございます。江藤と申します。私は専門が憲法ですの

で、質問も少し抽象的な内容になるのですけれども、２点お願いします。 

 まず、いただいたヒアリングシートの６－１、AIの活用による利用者のターゲティング方

法の変化と対応についてお聞きします。 

 私が特に関心を持ったのは、このAIの人間による監督と説明責任についての項目ですが、

一体これはどの程度有効に機能しているものかということについてお尋ねしたいです。 
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 具体的に申しますと、AIによる間接的なセンシティブ情報生成に対して、こういった人間

による監督は十分に行き届いているのか。例えば、自動削除や匿名化の仕組みなどを導入し

ていても、一度、AIモデルにデータが学習されますと、モデルの挙動としては、間接的に影

響を受ける可能性が排除されないように思うのですが、こういったものに対する監督や説

明責任というものも人間によって十分に果たし得るものと理解してよろしいのでしょうか。 

 もう一つの御質問は、２－８、ヒアリングシート、オプトアウト方式からオプトイン方式

への根本的に変更する可能性についてです。この点も利用者の自己決定権の保障という観

点から言えば、オプトイン方式のほうが望ましいと思いますし、また、ジュリスディクショ

ンによっては、Google社もそういった方式を採用していると理解しています。 

 私がお伺いしたいのは、こういったものについてオプトイン方式に、根本的に変更すると

いうことについては、ビジネスジャッジメントの観点からは、一体どれほど大きなダメージ

と言うんですかね。大きな影響があるものなのかということについてお伺いできればと思

います。 

 例えば最後になりますけれども、オプトインにした場合に、これが同意率を減少させると

いう考え方もあると思うんですけども、今日御説明いただいたように、Google社の利用者情

報の取扱いに対する扱いが万全で、そして、それに対するユーザーの信頼が盤石であれば、

同意率というのも大きくは減少しないので、オプトイン方式を採用したとしても、自己決定

とビジネスの領域を十分に両立させられると思うのですが、この点をどうお考えになるか

をお聞かせください。 

 以上です。 

【Chu氏】  どうもありがとうございます。非常に重要な質問をいただいたと理解してお

ります。 

 申し訳ないんですけれども、１つ目の質問につきましては、私の回答も比較的長いものに

なるかもしれません。というのも、技術的な課題について説明をするということが非常に重

要でありまして、それはAIのトレーニングというような文脈におきまして、完全にセンシテ

ィブなデータの開示というものの可能性を完全に配慮することが難しいという点について

説明をする必要があるためです。 

 まず、中核的な部分といたしまして、LLM、大規模言語モデルの構造上の問題というもの

があります。これはLLMというものは伝統的なデータセットという形で、情報を貯蔵、保管

するのではなく、これをコード、それから、パターン、パラメータというような形で、しか
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も、かなり大規模な形で保存をするというような動き方をします。 

 これによりまして、人間が監督、監視をするということにつきまして、かなり高いハード

ルが生み出されております。特にトレーニングが終わってしまった後、ポストトレーニング

の段階においては、これは非常に難しいハードルとなっております。したがいまして、モデ

ルに対して特定のデータについて削除をする、してほしいとか、もしくはそれを忘れるべき

だと指示を出すということが非常に難しくなっているという現状があります。これは例え

ば学生の方が何か学ばれたときに、教科書の中で学んだ内容で、この単語が含まれる内容に

ついては、全て忘れなさいと言われても、それが難しいということと同じようなことです。 

 したがいまして、トレーニングが終わってしまった後には、個別のデータポイントという

ものが解消する形で、このモデルの中に含まれているわけではないということで、その部分

だけを隔離して、分けて、そして、回収するということができなくなっております。その単

一のユーザーに関するそういった部分、特定のデータの部分だけを切り出してどうこうす

るということが難しくなっております。 

 それから２点目といたしましては、技術的に非常に難しいのは、どのデータポイントがモ

デルのどの部分に対して影響を与えたのかということを追跡することが非常に難しくなっ

ております。これはモデル全体に対しての再トレーニングを行うであるとか、もしくはフィ

ルターを適用するというような形が必要となります。 

 それから３点目といたしましては、モデルレベルでデータを削除することによりまして、

不安定感が生まれてきてしまうと。そして、モデル全体のパフォーマンスの劣化が見られて

しまうということがあります。 

 したがいまして、こういった技術的な課題がありますので、我々の、人間による監督です

とかアカウンタビリティーのアプローチといいますのは、これはAIのライフサイクル、それ

から、アウトプットの段階におきまして管理をするということをやってきております。これ

はモデルがデータを学んでしまった後に何かするということではなく、最初の段階に注目

しているということです。 

 したがって、プレゼンテーションで申し上げましたように、トレーニング前の段階におき

ましては、まず、そもそも使うデータを最小化するというようなやり方を取っておりますし、

また、PETを使うことによりまして、センシティブなデータが訓練プロセスにそもそも使わ

れないようにする、そのリスクを削減するということを行ってきております。 

 また、トレーニング後についてですけれども、その段階におきましては、ユーザーに対し
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て自分たちの体験を管理できる、コントロールできる、マイアドセンターをはじめとしたい

ろいろな手段を提供しております。そして、フォローアップといたしましては、我々のほう

で、AI＆プライバシーというようなペーパーも出しておりまして、こちらはもう公開情報に

なっているんですけれども、もちろんフォローアップとして必要があれば、喜んでお送りい

たします。 

 それから、２点目の御質問、オプトイン、並びに、オプトアウトに関するものです。この

分野における我々のアプローチといたしましては、ユーザーコントロールと、それから、

我々のサービスが提供する便益、それから、機能するデジタルエコシステムの間でバランス

を取るということになっております。我々としては、このバランスというのは、ハイブリッ

ドのアプローチを取ることで可能になると考えておりまして、これはデータの種類ですと

か、それから、センシティビティに基づいて、違った同意モデルを適用するということだと

考えております。 

 したがいまして、一方で、我々としては、かなりセンシティブなデータにつきましては、

しっかりとオプトインの同意をいただいて動かなければいけないということにコミットを

しておりますし、そして、センシティブの度合いが少し低いデータであっても、特定の法域

におきまして、法的にそれが要件となっている場合にはオプトインにするということにコ

ミットしております。 

 その一方で、センシティビティが低い、そこまでセンシティブではない、個人的ではない

データ、例えば一般的なクッキー情報ですとか、匿名化されたIPアドレスなどにつきまして

は、オプトアウトのアプローチを取ることによりまして、よりよいバランスが実現すると考

えています。つまり、明確なオプトインがインターネットの中核的な機能全てにおいて必要

だということになってしまいますと、かなり大きな摩擦を引き起こしてしまうということ

になります。 

 したがいまして、例えばですけれども、匿名化されたIPアドレスの情報というのを使って、

ユーザーが住んでいる都市についての検索結果を表示する、例えば天気予報とかそういう

ことですけれども、それは中核的な機能ということになるかと思います。したがって、そう

いったオプトインというものをあらゆるところで導入してしまいますと、こういった基本

的なサービスというものを提供することが難しくなる、プライバシーというのをきちんと

尊重しているにもかかわらず、そういったものを提供することまで難しくなってしまうと

いうことが言えます。 
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 したがいまして、これは先ほどの原則に立ち返るわけでありますけれども、我々としては、

ユーザーに対してしっかりとコントロールする権限、管理の力というのを与える。そして透

明性を高めていくということだと考えております。これによって、エコシステムであります

とか、それから、インターネットが提供する機能というものに対する信頼の構築、維持を図

ってきております。 

 以上です。 

【江藤構成員】  どうもありがとうございました。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、太田さん、お願いします。 

【太田構成員】  データサインの太田と申します。御説明ありがとうございました。 

 事前の質問で、７つほど質問をお送りさせていただいておりますので、そちらは別途御回

答いただくとして、この場ではダークパターンについてお尋ねします。 

 欺瞞的なデザインを禁止するポリシーを有しているとのことですが、そのポリシーが適

切に運用されるためにどのようなガバナンス体制を構築しているのか、お聞きしたいです。 

 具体的には、今、Googleアカウントを作成する際に電話番号が必須入力になっていると思

いますが、その電話番号は、ロボットによる操作でないことを証明しますとだけ画面に書か

れており、ユーザーに入力を促しています。しかし、実際にはカスタマーマッチ広告などの

広告配信にも利用されている認識です。これは、私の感覚としては欺瞞的なデザインだと思

うのですが、なぜこのようなデザインがそのポリシーの中で許されたのかが知りたいです。 

 以上です。 

【Chu氏】  どうもありがとうございます。非常に重要な御質問でした。我々といたしま

しては、ダークパターンですとか、それから、欺瞞的なデザインと、それから、電話番号が

求められて、ロボットではないということを証明してくださいという、そういったプロンプ

トが出てくることにつきましては、これらの間には違いがあると、これらを区別して考えて

いるというところがあります。このロボットではないことを証明してくださいという内容

につきましては、これはセキュリティーの検証のために行っていることでありまして、この

電話番号を使うことによりまして、人間であるということを証明するということがもちろ

んあるんですけれども、これはダークパターンであるとか、欺瞞的なデザインというよりか

は、人間であるということを証明するということと、それから、スパムであるとか、そうい

う類いのある行為から防御をするという、そういった意味合いで捉えているものとなって
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おります。 

 したがいまして、例えば電話番号の登録についてなんですけれども、これは実は全てのア

カウントを作成するときに求められるアクションではないということを申し上げたいと思

います。これは我々のシステム側で、これは追加の検証が必要だと判断がされた場合にのみ、

電話番号の入力が求められるということになっております。例えば複数のアカウントが同

じIPアドレスから、作成が試みられているような場合、そういった場合におきましては、

我々のサービスの濫用を防ぐために、こういった追加的なレイヤーとして検証が求められ

ているというようなやり方になっております。 

 したがいまして、この電話番号の入力というのは追加的なレイヤーとして存在している

ものであり、ボットではなく、実在の人間、人物がアカウントの作成をしているんだという

ことを確認するためのものであります。こういった説明につきましては、我々の公式アカウ

ントクリエーションのヘルプページにも記載がありますので、こちらも必要がありました

ら喜んでリンクをお送りさせていただきます。 

【太田構成員】  ありがとうございます。ちょっと質問の意図とずれていると感じたので、

追加で質問させていただきます。電話番号での認証がロボットではないですとか、複数のス

パム、アカウントを防ぐために利用されるということは理解しております。ただ、その電話

番号が実際にはカスタマーマッチ広告ですね。広告主がアップロードする電話番号とのマ

ッチングなどにも使われているということが、ユーザーには分からない状態で電話番号の

入力をさせられるというところに問題点を感じております。その点についてはいかがでし

ょうか。 

【Chu氏】  どうもありがとうございます。まず、御懸念点につきまして御説明していた

だきまして、また、フィードバックいただきまして、感謝申し上げます。こちらに関しまし

ては、私の専門分野外にあることでありますので、これについては別途、御連絡、御回答と

いうことでよろしいでしょうか。特にGoogleの見解を間違ってお伝えすることになります

とそれはよくありませんので、そのような扱いにさせていただけますでしょうか。 

【太田構成員】  分かりました。御回答お待ちしております。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、木村さん、お願いいたします。 

【木村構成員】  こんにちは。木村と申します。よろしくお願いします。説明どうもあり

がとうございます。私も時間がないので、事前に出した質問は後ほど文書でお願いいたしま
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す。 

 本日の説明を伺って、２点お願いします。説明でコントロールができるということで、コ

ントロールできた後、分かりやすくするということは大変ありがたいと思っております。重

要なことと思っておりますけれども、やはり利用者にしてみると、実際に利用者がどう感じ

ているのかということがとても大事だと思っています。多くの利用者は、設定の変更をほと

んどしないで利用していると思うのですけれども、それを踏まえて質問させてください。 

 Googleのアカウントの設定は、デフォルトでは、安全、安心に使うという意味では、どの

レベルとされているのでしょうか。必ず利用者は、自分で設定を確認しないといけないのか、

それとも、そのまま使っても御社としては安心というレベルなのでしょうかというのが１

点目です。 

 ２点目は、本日の説明で、パスワードの変更のメールを送りましたという話がございまし

たが、ユーザーがパスワードの変更をきちんと行っているか把握されているでしょうか。そ

れとも把握できないのでしょうか。 

 あと、メールを送付しましたということですけど、その後のフォローについてはどのよう

にお考えでしょうか。もしパスワードを変更しない場合は、何かあった場合は自己責任とお

考えでしょうか。 

 以上、２点お願いいたします。 

【Chu氏】  重要な御質問、どうもありがとうございました。少なくとも３人の委員の皆

様から、ユーザー自身がプライバシーポリシーについてどのぐらい理解をしているのかと

いう御質問を共通でいただいておりましたので、こちらで一括でお答えできればと考えて

おります。 

 まず強調したいことといたしましては、我々はユーザーの理解というのは非常に重要だ

と考えておりまして、継続的に改善をするということについてコミットをしております。

我々の第一義的な目的、ゴールといたしましては、ユーザーと、それから、そのプライバシ

ーを守るということであります。我々のプライバシーの扱い方、それから、ポリシーにおき

まして、それをしっかり守っていくということに皆、合意をしておりますので、その一方で、

ユーザーが非常に長い法的な文章、複雑な文書を読むことなく、会社さんによってはそうい

ったやり方をしているところもありますけれども、Googleとしては、そういった負担を回避

していくために、それは避けたいという考え方で活動してきております。 

 我々といたしましては、プレゼンテーションでも申し上げましたように、ユーザーに対し
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てツールですとか管理の方法というのを提供しておりまして、これがマイアドセンターで

すとかプライバシーチェックアップということになります。つまり、長い法的な文章を読む

ことなく、そういったことを可能にしておりまして、これによって信頼が醸成されていると

感じております。 

 しかしながら、Googleのポリシーが確かに難しいという認識があるということ、複雑であ

るという認識につきましては想像に難くありません。というのも、私もGoogleの従業員にな

る前にはGoogleプロダクトのユーザーであったということですので、同じ感じを持ちまし

た。しかしながら、これは、Googleというのが数百にわたるプロダクトを提供しているとい

う、そういった独特の環境に置かれているということに起因しております。 

 というのも、ほかの同業他社と違いまして、Googleというのは広大なエコシステムを有し

ております。検索、YouTube、Googleマップ、Google Cloud等々、たくさんあるということ

で、それぞれ活用例も違う。従ってプライバシーの対応もそれぞれ必要となるというような

状況がございます。 

 したがいまして、Googleといたしましては、プライバシーポリシーもプロダクトごとに存

在しているということになっておりまして、この状況に対応するために、様々な言語の専門

家でありますとか、ユーザーエクスペリエンスのデザイナーというものを用意しておりま

す。この人たちが協力をすることによりまして、我々のポリシーが、理解が容易で、それか

ら、明確並びに簡潔なものになるということを担保しようとしてきております。 

 ということで、我々としては、こういった世界におきまして最もプライバシーが充実した、

そして、製品としても充実したものを提供していることに大きな自信を持っております。そ

して、ユーザープライバシーに関しても大いに尊重しているということについて、誇りを持

っております。もちろん改善の余地というのは常にあるものでありますので、それは認識し

ております。したがって、より我々のプライバシーの充実のやり方というのを、明確で、ま

た、価値があるものにしていきたいと考えております。 

 貴重な御意見どうもありがとうございました。留意いたしました。もし同僚から何か補足

があればお願いします。 

【加藤氏】  法務の加藤から補足させていただきます。まず１点目の、デフォルトで広告

の設定が消費者のためにとってよいものになっているかという点につきましてですけれど

も、先ほどジュンのほうから申し上げさせていただきましたとおり、私どもとしては、セン

シティブなデータにつきましては、ユーザー様から明確なオプトインというものを取るこ
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とによって、センシティブな利用に関しては明確な同意の下で広告塔に使わせていただく

と。逆に、オプトインされないという場合にはそういったデータを使わないということによ

って、バランスの取れた、ユーザー様にとってためになるような広告を表示する、でも、そ

ういったセンシティブな情報を使われたくないというお客様に関しては、アカウント設定

のときに即座にオプトアウトできるようなポップアップというところを、そういう設定の

ときに設けることによって、そういったような形でバランスの取れた広告とプライバシー

というものを行えているのではないかなと考えております。 

 ２点目のパスワードの漏えいの警告につきましてですけれども、弊社のいろいろなサイ

トで、Google Chromeとかでパスワードを覚えさせていただくような機能があるんですけど

も、そういったところで漏えいのおそれがあるという場合には、定期的にユーザー様に変更

を促すようにしております。 

 １点、追加で申し上げますと、弊社側がパスワードの変更を認識しているかというところ

ですけれども、その認識自体は可能なんですけれども、パスワード自体というものは、弊社

の中では、エンクリプト化、暗号化されておりまして、Google自体もパスワード自体が何か

というところは把握できないような仕組みになっておりますので、補足させていただきま

す。 

【木村構成員】  ありがとうございました。事業者から見た分かりやすさというものと、

利用者が感じる分かりやすさというのはやはり微妙に違いますので、引き続き改善をして

いただければ幸いです。ありがとうございました。 

【加藤氏】  貴重なフィードバック、ありがとうございます。 

【山本主査】  それでは、寺田さん、お願いいたします。 

【寺田構成員】  お願いいたします。寺田と申します。よろしくお願いいたします。丁寧

な御説明ありがとうございました。私からは３点ほど質問票を出させていただいているん

ですが、１つ目の脆弱な個人であることをどのように判断しているかということに関して、

回答が見当たらないかなと思ったんですが、こちらに関しては別途、書面等で回答いただけ

ればありがたいと思っています。 

 ２つ目につきましては、先ほど御回答いただきましたので、ここでは質問いたしません。 

 最後に３点目です。６－１で、AIの活用による利用者のターゲティング方法の変化と対応

についてというところで、既存のターゲティング広告であったり、パーソナライズについて

は御説明いただいているんですが、Googleさんは、GeminiというAIを提供されています。こ
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ちらのユーザーの質問とか、その後、回答後、どのような行動を行ったかといったことにつ

いて、ターゲティングのための情報として利用されていますでしょうか。今、していなかっ

たとしても、今後、利用される御予定というのはありますでしょうか。 

 以上になります。 

【Chu氏】  御質問どうもありがとうございました。これは単純明快に答えますと、ノー

というのがお答えでありまして、我々は、Gemini関係のアプリもチャットも、そういった情

報に関しましては、ユーザーにターゲット広告を表示するという目的のためには使ってお

りません。これがもし変わるということが今後あった場合には、我々はそれは明確にしっか

りと発信をいたします。これはユーザーに対してもしっかりと伝えますし、それから、委員

の皆様におかれましても、通知をする、お知らせをするということになります。私自身が今

後のプロダクトの変更について何か予見できるかと言われますと、それは誰もできないと

いうことになるかと思いますけれども、いずれにいたしましても、変更がありましたらお伝

えいたします。 

 ただ、少し補足させていただきますと、AIを広告ターゲット、ターゲッティングのために

は使っていないということですけれども、AIを一体どういった分野で、広告の分野で使って

いるかということについて申し上げたいと思います。これは我々の改善のために使ってい

るということがありまして、その分野としては、実際の取組、エンフォースメントの分野で

あります。 

 Geminiを使うことによりまして、我々のセーフティーポリシー、安全ポリシーをしっかり

と実行していくということをやってきております。例えば昨年ですけれども、AIを使うこと

によりまして、スキャム、詐欺ですとか、それから、IVT、無効なトラフィックにつきまし

て対処を行ってきたという例がもう既にあります。 

 例えばAIを使うことによりまして、スキャム、詐欺行為を行う者に対しての取締りという

ものを行ってきておりまして、その結果、そういったスキャム広告、詐欺広告につきまして

は広告が90％減少したということが見られております。そういったなりすまし型の詐欺に

ついて対処ができてきているという事例があります。 

 それから、同じようにAIを使いまして、向こうのトラフィックについても40％を減少する

ことができてきております。こういった欺瞞的な活動につきまして、それだけの減少が見ら

れているということです。 

 ということで、委員の皆様におかれましては、AIというのは確かにターゲッティングを行
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ったりですとか、収益を伸ばすためのツールとして、そういう役割もあるんですけれども、

それと同時に、より安全を高めたりですとか、それから、広告に関する安全関係の取組を強

化するということにも使えてきているということについて申し上げておきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

【寺田構成員】  ありがとうございました。私からは以上です。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、森さん、お願いします。 

【森構成員】  弁護士の森です。御説明ありがとうございました。私からは、お送りした

質問と若干重複するんですけども、２点お尋ねしたいと思います。 

 今回お送りしましたヒアリングシートの中で、ユーザーが３つのカテゴリーに分類され

ています。これは冒頭のところですね。ヒアリングシートの２ページですけれども、１番目、

①が、ログインしてサービスを利用・閲覧する場合。２番目が、ログインせずにサービスを

利用・閲覧する場合。３番目が、アカウントを持ってない利用者が、サービスを利用・閲覧

する場合です。 

 私の御質問は、サードカテゴリーについてですけれども、例えばヒアリングシートの２－

５－１で、サードカテゴリー、③についてお答えいただいているんですが、36ページですけ

れども、下の５行ですね。セカンドカテゴリー、サードカテゴリーのところに、「Googleは

ログインしていないユーザーに対し、Cookieなどの技術の使用方法を管理する手段をデー

タとプライバシーのページで提供しています」とあるのですけれども、この「データとプラ

イバシー」のページにアクセスすることによって、サードカテゴリーに対するソリューショ

ンが提供されるという記述がほかのところにもあるんですが、私の環境では、この「データ

とプライバシー」のところ、ハイパーリンクをクリックしますと、ログインが求められます

ので、そうだとすると、サードカテゴリー、つまり、アカウントを持っていない人が対象に

なっていないのではないかという疑問が生じました。これはいかがでしょうか。 

【Chu氏】  どうも御質問ありがとうございます。確認ですけれども、我々としては、ノ

ンアカウントフォルダーに対しても、こういった変更をする、管理をするというような方法

を提供しております。 

 ２つ目のカテゴリー、３つ目のカテゴリーのユーザー、つまり、ログアウトしているユー

ザーと、それから、アカウントをそもそも持っていないグループということになりますけれ

ども、スクリーンの中に表示される部分がありまして、これもキャプチャーしてお送りする
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ことももちろんできるんですけれども、下のほうにリンクがありまして、そこでサードパー

ティーCookieに関する設定を変える、カスタマイズするというような機能があります。 

 それからもう一つ、リマインダーとして申し上げますと、サインインしていないユーザー

並びにアカウントを持っていないユーザーにつきましては、シークレットモードを使うこ

とによりまして、そういった追跡を回避するということができるようになっております。 

 ということで、ログアウトしているユーザー並びにノンアカウントフォルダーにつきま

しても、この部分につきましてオプトアウトする手段を提供しているということになりま

す。 

【森構成員】  ありがとうございました。私の質問をちょっとスペシフィックな形にさせ

ていただきますと、この「データとプライバシー」というハイパーリンクをここで示してい

ただいているんですけれども、これはアカウントを保有してないユーザーでも見られるよ

うになっているんでしょうか。 

【Chu氏】  はい。こちらはアカウントを持っていないユーザーであっても見られるもの

になっております。スクリーンショットと一緒にリンクをお送りいたしまして、どういった

形で進めていけばいいのかというところについて御説明させていただければと思います。 

【森構成員】  ありがとうございます。分かりました。スクリーンショットは結構です。

要するに、ログインを求められるので、それが私の環境のせいなのか、つまり、私だけがそ

うなのか、ほかの人もそうなのかということだけですので、工夫をしてみたいと思います。 

 ２点目は、また２ページに戻していただくと、先ほどのユーザーカテゴリーの話ですが、

第１カテゴリーがログインしてサービスを利用、第２カテゴリーがログインせずにサービ

スを利用、第３カテゴリーがアカウントを保有せずに、サービス利用・閲覧なのですけれど

も、この外側に、これらに含まれないものとして、アカウントを持っておらず、かつ、Google

のサービスを利用・閲覧しない場合というのがあると思うんですが、そういった人たちにつ

いてのデータの保有とか、そういった人たちの追跡については、どのような方針をお持ちで

しょうか。 

【Chu氏】  Googleアカウントがないユーザーに対する広告ターゲティングに関して、

Googleがポリシーを持っているかという御質問でよろしかったでしょうか。 

【森構成員】  ええ。アカウントを持っておらず、かつ、サービスの利用・閲覧もしてい

ない人たちに対する、広告をはじめとする追跡とか、その人たちのデータのコレクションと

か、そういうことについてどのような運用をされているのかということです。 
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【Chu氏】  我々といたしましては、広告ポリシーというものは普遍的に適用してきてい

るものでありまして、広告主の顧客に対しては法的な義務をきちんと遵守すべきだという

ような指示を出しております。そして、同意をきちんと受けなければいけない、同意を得な

ければいけないということについてしっかりと指示を出しております。これによって、エン

ドユーザーのプライバシーを守るということを担保しようとしてきております。 

 例えばGoogleアドのヘルプページにおきまして、それをどういった形でやればいいのか

ということについて説明をしております。 

 それから、Googleアナリティクスのほうのヘルプページにおきましても、顧客並びにユー

ザーに対して、データ収集についての指示というのも出しておりまして、また、特に個人情

報は一体何が保存されているのかということについて、そして、どの部分は提供していいと

同意をするか。また、どの部分については、削除を求めたり、同意を撤回するかということ

について、それも変えられるということを通知すべきだということで指示を出しておりま

す。 

 これでお答えになっていればということを期待するんですけれども、ただ、これでまだ全

体に対するお答えになっていないということでありましたらフォローアップさせていただ

いて、社内の専門家とも話をいたしまして、書面での回答をさせていただければと思います。 

【森構成員】  よく分かりました。ありがとうございました。 

【山本主査】  ありがとうございます。それでは、最後、呂さん、お願いいたします。 

【呂構成員】  ありがとうございます。 

 私からの御質問は、ヒアリングシートで言うと、６－２の代替技術に関する御質問です。

私が少し気になっていましたのが、今年の２月からGoogleのポリシーが変更されて、広告主

がフィンガープリンティング技術を使えるようになったという報道を耳にしました。 

 それに対して、英国のICOも少し懸念を示すアナウンスメントを出されていたと理解して

います。これについては、ポリシー変更にはどういう背景があったでしょうか。教えていた

だけましたら幸いです。 

【Chu氏】  どうもありがとうございます。重要な時宜を得た、それから、センシティブ

な質問でしたけれども、感謝いたします。 

 この質問に対するお答えとしてもかなり長くなるかと思います。 

 これは我々、継続的に今後どのようにしていくかということについて、継続、検討を重ね

ておりまして、ただ、私の専門分野外に当たる質問となります。 
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 したがいまして、Googleの見解というのを間違ってお伝えすることを避けるという観点

からも、こちらに関しましては書面での回答ということにさせていただいてよろしいでし

ょうか。 

【呂構成員】  もちろんです。Googleが何百ものサービスを提供されていて、それを大変

専門的な知識を持った方たちがたくさん携わられて管理しているということは理解してい

ますので、お手数ですが、書面で御回答いただけますと幸いです。 

【Chu氏】  どうもありがとうございます。明確に申し上げておきたかった点といたしま

しては、プライバシーですとか、それから、データの保護というのは、Chromeにとって、並

びに、Googleにとって優先事項であると捉えているということです。この分野におきまして

は、今後もイノベーションを続けて、このプライバシー強化の取組というものもますますや

っていきたいと考えております。特にアイデンティティーが関わってくるところに関して

は。 

【呂構成員】  ありがとうございます。Google様のプライバシー保護に対する方針は変わ

らないということと、あと、ローカルのステークホルダーと積極的にインタラクティブなや

り取りを続けていただけることに感謝申し上げます。 

【山本主査】  ありがとうございます。もともと、この後、自由討議を予定していました

けれども、時間の関係上、ここまでとさせていただければと思います。もし追加の御質問が

ございましたら、あしたの９月４日までに、事務局までメールにてお寄せいただければと思

います。 

 ジュンさん、本当にありがとうございました。 

 ありがとうございます。 

 それでは、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

【小玉利用環境課課長補佐】  皆様、ありがとうございました。次回会合ですけれども、

９月５日、今週の金曜日になります。10時からMetaのヒアリングを予定しております。本日

の議事録につきましては、事務局で作成の上、皆様に紹介の上、公表をさせていただきます。 

 以上でございます。ありがとうございます。 

【山本主査】  ありがとうございます。 

 それでは、以上で、利用者情報に関するワーキンググループ第29回会合を終了させていた

だきます。本日もお忙しい中、御出席いただきまして、ありがとうございました。 

 


